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 鶴 見 川 流 域 に お け る ホ トケ ドジ ョ ウ

Lefua costata echigoniaの 分 布 と危 機

  刈 田 悟 史*・ 岸 由 二**・ 白井 剛***

鶴 見 川 流 域 ナ チ ュ ラ リス トネ ッ トワ ー ク****

Distribution and Crisis of Lefua costata echigonia in the Tsurumi River

Basin

SatOShl KARITA， Yuji KISHI， Takeshi SHIRAI， and Naturalist Network of the

Tsurumi River Basin

1.絶 滅危惧種 ・ホ トケ ドジ ョウ

 ホ トケ ドジ ョウは，丘陵 ・台地地域の比較的水温の低い細流や小河川に生息する ドジ ョウ科

の1種 である。和名ホ トケドジョウ(Lefua costata echigonia)は ，青森県，中国地方西部を

除 く本州と四国東部に生息する日本固有の亜種 とされる(1)。 近年，わが国の丘陵・台地地域

の水系では，市街化等にともなう破壊 ・攪乱が激化 して本種の生息域 は全国規模で危機を深め

ており，1999年 ，環境庁(現 ：環境省)は ，汽水 ・淡水魚のレッドリス トの見直しにおいて，

本種を絶滅危惧魚種(絶 滅危惧種II類)に 指定 した(2)。 本稿は この指定を背景とし，首都

圏中央部の多摩三浦丘陵群北東部を刻む鶴見川流域において実施 されたホ トケドジョウの全域

的な生息状況調査 の概要をまとめるものである。なお本稿の基礎 となったデータの多 くは，

2000年9月 ，町田市 ・環境庁共催による 厂谷戸のフオーラム」の当日の討議資料(3)に も紹

*(有)流 域 法 人 バ ク ・・ウ ス(〒223-0053横 浜 市 港 北 区 綱 島 西2-13-7-308)：Ryuiki -Hojin Baku-

house Co.Ltd.， Tsunasima-nishi Kohoku-ku， Yokohama，223-0053， Japan；**慶 應 義 塾 大 学 生 物 学

教 室(〒223-0061横 浜 市 港 北 区 日吉4-1-D：Dept. of Biol.， Keio Univ.， Hiyoshi， Kohoku-ku， Yoko-

hama， Japan；***東 京 都 立 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科(〒192-0397東 京 都 八 王 子 市 南 大 沢1-1)：Gradu-

ate Course of Science， Tokyo Metropolitan Univ.， ；：.**鶴 見 川 流 域 の 自然 の 調 査 ・保 全 を 目的 と し

て 連 携 す る ナ チ ュ ラ リス トグ ル ー プ 。 本 調 査 に 参 加 した メ ン バ ー は 上 記3名 と， 山 根 健 ， 西 池 淳 一 ，

深 見 幹 朗 ， 脇 田慎 也 ， 運 藤 里 香 ， 他 で あ る。
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介 されているが，今回の整理にあたってはデータ処理の一部や亜流域区分図等に必要な修正が

加 えられ，新たな分析が行われている。

2.調 査地域 と方法

 鶴見川は，東京都町田市上小山田を源流 とし，横浜市鶴見区生麦で東京湾に注 ぐ全長42.5

kmの 一級河川である(図1)。 同流域は，全面積235km2の ほぼ70%が 多摩丘陵あるいは下末

吉台地 に属す る丘陵地であ り，元来は，谷戸(や と)と 呼ばれる小規模な谷地形あるいは小流

域が全域に広がる空間配置を見せ，しばしぼ湧水をともなった谷戸群がホ トケ ドジ ョウの絶好

の生息空間 となっていた。 しかし1960年 代以降，町田，稲城，横浜，川崎市 に広がる流域は急

激な都市化 に見舞われ，2000年 現在，流域人 口184万 人，流域市街化率85%を 越 える過密都市

流域 の様相 となってしまい(4)， ホ トケドジ ョウの暮らす谷戸域 は，地形 ・水系の破壊 ・攪

乱，汚染等によって，流域全域にわたって危機的な状況に追い込まれつつある。

 このような状況のもと，筆者 らを含む鶴見川流域ネッ トワーキングは，ホ トケ ドジ ョウ生息

域の保全 ・回復戦略を流域視野で構想する基礎資料 とす るために，1999年 から2000年 にかけて，

谷戸を単位 としたホ トケ ドジョウの生息確認調査を全流域で実施 した。調査に当たっては，市

販の1万 分の1地 図等を参考にして，地形改変の少 ない谷戸，154ヶ 所 を選 び，現地 において

タモ網，四つ手網等による捕獲調査を行い，ホ トケ ドジ ョウの生息状況を半定量的にチ ェック

した。以下の集約では，1次(Strahlerの 河川次数)の 川 に対応する1次 の流域を もって谷

戸の区画基準 とした。ただし，捕獲等による攪乱の強化をさけるため，調査対象 となった谷戸

に関す る谷戸名 ・地域名の入った一覧は保全 ・回復に関連する適切 な要請に限って適宜公開す

ることとし，本稿への掲載 は控えることにす る。

3.調 査結果

1)概 要

 今回， ホ トケ ドジョウの生息する可能性 あ りと予測され，調査対象 とされた154ヶ 所の谷戸

の うち，生息数の多少に係わらずホ トケ ドジ ョウの確認 された谷戸(1次 流域)は ，51ヶ 所 と

なった。町田市の調査によれぽ，丘陵 ・台地からなる町田市域の鶴見川流域(5061ha)に は，

1次 または2次 の谷戸が93ヶ 所確認 されている(5)。 これを基準 として単純 に外挿す ると，

鶴見川流域の丘陵 ・台地域には，ホ トケドジ ョウの生息 した可能性のある1次 の谷戸が，かつ

ては少な くとも300～600ヶ 所の規模に達していた可能性がある。谷戸を単位 として評価 した場

合，現状 におけるホ トケ ドジョウの生息場所は，すでに本来の10分 の1以 下に減少 していると

い うことだろ う。

 さらに，現状で生息の確認 された51ヶ 所の谷戸の相当部分は，開発が予定 されているか進行

中，あるいは公園等の用地内であっても水系の保全の不十分な場所である。保全地域あるいは
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鶴見川流域におけるホ トケドジ ョウの危機(刈 田・岸・白井・鶴見川流域ナチュラ リス トネ ットワーク)
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公園等 として水系の安全が良好に確保 され，ホ トケ ドジ ョウ個体群の長期的保全が可能 と筆者

らが判断できたものは，現状では14ヶ 所に過ぎない。反対に個体数が極度に少なかった り，す

でに開発が始まっているか近々に予定 されているなどの理由で短期の うちに生息環境の破壊が

不可避 と予想できる谷戸は，少な くとも12ヶ所 にのぼ る。これらのいずれにも属 さない谷戸

25ヶ 所は，現状ではなお保全 ・回復の希望を残 しているが，現実にはその多 くが，いずれ生息

地 としての環境特性を失 ってゆ く可能性が高い。

2)亜 流域別の集計

 調査結果を地域ごとに評価するにあた り，まずは，亜流域区分にそった整理を行った(図2，

表1)。 本稿 における亜流域区分は，環境庁(現 環境省)の 企画 した 「生物多様性保全モデル

地域計画(鶴 見川流域)」(6)， ならびに国土交通省京浜工事事務所 の鶴見川流域管理 に係わ

る基本流域図における亜流域区分にほぼ準ず る形で，本川については源流流域，上流流域，中

流流域，下流流域，支川に関 しては恩田川流域，鳥山川流域，早渕川流域，矢上川流域の合計

8亜 流域 とした。

 これ ら8亜 流域の うち，ホ トケ ドジョウの生息する谷戸の確認された亜流域は，本流の源 ・

上流流域，ならびに恩田川流域，早渕川流域，矢上川流域の5流 域であ り，本流の中 ・下流域

ならびに鳥山川流域では確認できなかった。

 本流源流流域は，調査谷戸47ヶ 所の うち，28ヶ 所の谷戸(60%)で 生息が確認 された。 これ

らの谷戸(生 息谷戸)の ほとんどは，町田市北部丘陵域の市街化調整区域に分布してお り，そ

の うち9ヶ 所(32%)は ，すでに保全の枠組みが設定されているか，あるいは事実上保全 され

た状況にある。本流源流流域 において当座の絶滅 の危険性の高い谷戸は5ヶ 所(生 息谷戸の

18%)と 判断された。

 上流流域では調査谷戸30ヶ 所の うち，7ヶ 所の谷戸(23%)で 生息が確認 された。ただし，

生息谷戸の うち保全の枠組みのあるものは1ヶ 所(14%)で ，半数以上にあたる4つ の谷戸

(57%)は 絶滅の危険が高 く，亜流域全体 として危機的な状況にあるといって良いと思われる。

 中流流域では調査谷戸7ヶ 所いずれでも，ホ トケ ドジ ョウは確認できなかった。下流流域は，

1960年 代まで，各所にホ トケ ドジョウの生息する谷戸が散在した(岸 ，私信)が ，調査時点で

は， ホ トケ ドジョウの生息する可能性のある谷戸環境そのものがすでに失われてしまってお り，

現地調査の対象にならなかった。

 恩 田川流域で調査対象 となった谷戸 は52ヶ所である。その うちでホ トケ ドジョウの生息の確

認 された谷戸は14ヶ 所(27%)と なった。 この うち4ヶ 所 は谷戸保全の枠組みがあると判断さ

れるが，絶滅の危機の高い谷戸 も4ヶ 所(生 息谷戸の29%)に のぼる。鳥山川流域に調査候補

谷戸は発見できなかった。

 早渕川流域，矢上川流域では，いずれも9ヶ所が調査対象 とな り，それぞれ1ヶ 所で生息が

確認 された。早渕川の1例 は保全の枠組みが確認できていない。矢上川の1例(犬 蔵谷戸)は

区画整理によって自然の生息域が消滅する。両流域はいずれも亜流域の レベルで自然状態にお

 66



鶴見川流域におけるホ トケドジ ョウの危機(刈 田・岸・白井・鶴見川流域 ナチュラ リス トネ ットワーク)

。
咆
週

Q
低

ゆ
毅

○
る

凝

劼
㌣
騁

髏

Q

心

耐
へ

」

尽

亠
藁

鬮
 
 
 

。膕
週

Q
陰

ゆ

毅
裏

狗
騁

縷
喚

噸
姻

Q

心

朗
へ

」
碁

亠
煢
蝋

耀

Q
掴
寵

、慧

◎

、喚

毅

の
綱
麗

、慧

置
●

。
昧
煮

中
慧

雛
鰍

。酬

翻

ゆ

%
u
心虫

凶
箕

燭
圏

Q
皿
ゆ

綱

驪

鬮
●

●

 

●

●

●

圍●

● 

●

●

●

 

●
●
.
・
●
 
 
 
 
 

σ

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
”
◎讐

..

 
 
 
 
 
。祭

嗣

.
.

・

6

●
 

●

●

●

●

鬮
圜

 
.

圜
⑨

圜
p='w
●
  ●       ■●

   ●●・.；O
◎

◎

鬮
簡
●

●

●
●

◎ 

●

・●ゴ

ら

●

●

●
◎

N
区

 

 

 
●

 

●
●

 

◎

●

○

●

●

◎

圜
●

●

 

 

●

●
 
 
 
●

 

 

 

 

 

 

 

◎

磁
◎

㊥

・

魍
吃

◎・
◎

 

 

 

 

●

鉱

67



慶應義塾大学日吉紀要 ・自然科学 No.31(2002)

表1 谷戸別のホ トケドジ ョウ調査結果 ・亜流域区分

行政区 調査した谷戸
ホ トケドジ ョウを

確認できた谷戸

長期的に保全される
可能性が高い谷戸

消滅の危険性が
高い谷戸

源流流域 47 28 9 5

上流流域 30 7 1 3

中流流域 7 0 一 一

下流流域 0 0 一 一

恩田川流域 52 14 4 4

鳥山川流域 0 0 } 一

早渕川流域 9 1 a 0

矢上川流域 9 1 0 0

計 154 51 14 12

保全される可能性が高い谷戸 ：保全地域や公園等として水系の安全される可能性の高い谷

戸。消滅の危険性が高い谷戸 ：個体数が極端に少ないか，開発が進行中または近hに 実施

されそうな谷戸。

けるホ トケ ドジョウの絶滅 に至ったといってよい。ただ し矢上川源流域では，宅地造成後にホ

トケ ドジョウの生息できる谷戸公園再生の方策が検討 されている。

3)行 政区別の集計

 全体流域を行政区域に分けた場合の集計は，表2， 図3に 示されている。鶴見川本流 と支流

恩 田川の源流域を擁す る町田市域では，52ヶ 所の谷戸が調査され，31ヶ 所の谷戸(60%)で ホ

トケドジ ョウを確認 した。 これ ら生息谷戸の うち，保全枠組みが安定していると判断されるの

は9ヶ 所(生 息谷戸の29%)， 近>zの 絶滅が危惧 される谷戸は，6ヶ 所(生 息谷戸 の19%)と

判定した。

 稲城市域では3ヶ 所が調査されたが，ホ トケ ドジョウの確認された谷戸はない。

 横浜市域では，64ヶ 所の谷戸が調査され，13ヶ 所の谷戸(20%)で ホ トケドジョウが確認さ

れた。 これら生息谷戸の うち，保全枠組みが安定していると判断 されるのは4ヶ 所(生 息谷戸

の31%)， 近々の絶滅の可能性の高い谷戸は2ヶ 所(15%)と 判断された。鶴見川流域 の横浜

市域は6つ の区に区分 されるが，ホ トケ ドジ ョウの生息の確認された区は，緑区と青葉区の2

区にすぎない。

 川崎市域では35ヶ 所の谷戸が調査 され，7ヶ 所の谷戸(生 息谷戸の20%)で ホ トケ ドジ ョウ

が確認 された。 これ ら生息谷戸の うち，保全枠組みが安定 していると判断 されるのは1ヶ 所

(生息谷戸の14%)， 近'々の絶滅の可能性の高い谷戸は4ヶ 所(57%)と 判断 された。鶴見川流

域の川崎市域は4つ の区に区分されるが，ホ トケドジョウは，麻生区で6ヶ 所，宮前区で1ヶ

所の谷戸で確認 されている。町田市，横浜市域の鶴見川流域に比べ，川崎市域の鶴見川流域に

おけるホ トケ ドジョウの危機は，さらにいちだんと厳 しいものがあると言えよう。
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鶴見崩流域におけるホhケ ドジ泡ウの危機(刈 田・岸・白井・鶴見川流域ナチュラリスFネ ットワーク)
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表2 谷 戸別のホ トケドジ ョウ調査結果 ・行政区分

行政区 調査した谷戸
ホ トケ ドジ ョウを

確認できた谷戸

長期的に保全される
可能性が高い谷戸

消滅の危険性が
高い谷戸

町田市 52 31 9 6

稲城市 3 0 一 一

横浜市

青葉区 16 4 0 0

緑 区 40 9 4 2

都築区 5 0 一 一

港北区 3 0 一 一

神奈川区 0 0 } 一

鶴見区 0 0
一 一

(小計) 64 13 4 2

川崎市

麻生区 27 6 1 4

宮前区 3 1 0 0

高津区 4 0 } 一

中原区 1 0 一 一

幸 区 0 0 冖 一

(小計) 35 7 1 4

計 154 51 14 12

保全される可能性が高い谷戸=保 全地域や公園等として水系の安全される可能性の高い谷戸。

消滅の危険性が高い谷戸 ：個体数が極端に少ないか，開発が進行中または近々に実施されそ

うな谷戸。

4.保 全 へ の ビジ ョン

1)水 系視野の拠点的な保全へ

 以上の概観から，鶴見川におけるホ トケドジョウの生息域は，厳 しい分断にさらされている

ことが明らかである。ホ トケドジョウは，本流の下流 ・中流流域，鳥山川流域からすでに絶滅

していると思われるぼか りでなく，矢上川流域，早渕川流域 でも生息地がそれぞれ1ヶ 所 と

なってお り， 自然状態での個体群の絶滅は避けがたい。全流域を見渡 して，比較的良好な生息

谷戸が複数， しかも水系沿いに連接 して残されているのは，本流源流流域の最源流部(町 田市

小山田～図師小野路地区)と ，恩田川流域の南端部，新治地域周辺の2地 域に局限される状況

になっている。鶴見川流域におけるホ トケドジ ョウの， 自然状態における長期的な生存，なら

びに流域視野での回復を可能にす るためには，なによりもまず， これら2地 域における谷戸群

の自然環境の保全 と，それらをつな ぐ水系の水質 ・環境の適切な保全が緊急かつ重大な課題で
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鶴見川流域におけるホ トケドジョウの危機(刈 田・岸・白井・鶴見川流域ナチ ュラリス トネ ットワーク)

あろう。行政区分でいえぽ，前者は東京都町田市北部丘陵の領域であ り，後者は横浜市緑区新

治地区の領域である。 これらの地域における，関連行政による，谷戸を単位 とした緑地の保全，

ならびに谷戸間の連続を担保する水系ネ ットワーク保全の両面にわたる，行政部局横断的かつ

総合的な配慮が，強 く期待されるゆえんである。

2)保 全のための枠組み

 鶴見川の流域には，流域ラソ ドスケープに注 目した行政関連の自然保全のビジ ョソが，い く

つも提案されている。「生物多様性保全モデル地域計画(鶴 見川流域)」(6)は ，「生物多様性

条約」の批准国であるわが国が，同条約の精神を受 けて策定 した 「生物多様性国家戦略」

(1995年 閣議決定)の 地域戦略の一つ として1998年 に策定されたモデル計画である。同計画は，

本流，支流の源流部における谷戸の保全に特別の関心を払い，自然状態の良好な源流域を生物

多様性重要配慮地域に指定 して， 自治体，開発主体等による保全努力を促している。町田市が

1999年 に策定 した 「町 田エ コプラン」や横浜市が1998年 に策定 した 「横浜市エ コアヅプマス

タープラン」(7)も ，谷戸(小 流域)の ラン ドスケープを単位 とした生物多様性保全に注 目

している。 さらに，国土交通省，自治体，市民活動等の連携によって目下策定にむけての作業

が進められている 「鶴見川流域水 マスタープラソ」(8)も ，流域の基本的なランドスケープ

要素 として，谷戸域の保全に大きな注 目を向けている。 これ らの計画は，いずれも谷戸保全の

ための実行性の高い，あるいは十分な予算計画をともなうものとはなっていないが，流域市民，

流域 自治体が これらの計画に通じ，開発 ・保全計画， とりわけ町田市の本流源流域や横浜市緑

区の拠点領域等の谷戸・水系の保全・回復にしっか り反映させてゆ くことが，鶴見川流域のホ ト

ケ ドジ ョウの暮 らす谷戸群の保全の未来を開いてゆくための，基本的方策 となってゆ くことで

あろ う。現在策定中の 「鶴見川流域水マスタープラン」の試みは，総合的な流域計画 として成

長す る可能性のある計画であ り，保水拠点でもある谷戸域の保全への新 しい貢献が期待 されて

いる。

3)希 望のある試み

 鶴見川流域における，ホ トケ ドジョウの保全に当たっては，拠点地域における行政の集中的

な努力 とともに，市民活動領域における様hな 参加的な工夫 にも期待が寄せ られている。希望

ある試みの一つは，本流最源流，町田市上小山田田中谷戸に位置する 「源流泉の広場」(町 田

市管理)の 事例であろ う。当地では豊富な湧水を活か し， アブラハヤとともにホ トケドジ ョウ

の本格的な繁殖環境の整備が，行政 ・市民連携によって進められ，成功を収めている。矢上川

流域では，前出のように，亜流域最後のホ トケ ドジョウの生息地であった犬蔵谷戸において土

地区画整理事業が実施 されることとな り，事業者，市民活動，行政の3者 の連携によって，造

成後の生息環境の回復方策が検討されている。 これに関連す る回復方策の一つ として，現地の

ホ トケ ドジョウ集団を今後数年 にわたって域外(ex situ)保 全する必要がある。 この分野で

は行政機関による施設内保全 とならんで，流域市民による里親ネ ットワークなども試み られて
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いる。域外保全に当たっては，事故による絶滅をさけるたあにも，域外保全サイ トを複数確保

することが重要な配慮になるであろ う。

5.付 記 ・飼育 と繁殖

 本種の域外保全にあたっては，親魚の飼育とともに，繁殖の工夫も重要な事項であろ う。筆

者らの飼育事例では，市販の60セ ソチ水槽に上面濾過装置を配 し，オオカナダモ等の水草を収

容 し，10頭 前後の親魚を飼育 し続けた ところ，4月 から5月 にかけて多数の稚魚の発生をみた。

夏期には，クーラーを設置 して水温を23℃ 以下にコン トロールした ところ，8月 の末に重ねて

少数の稚魚の出現をみた。いずれの場合 も，稚魚は親魚と混在 したまま摂餌 し成長 した。本種

に関 しては，特別な飼育施設の準備が難 しい場合であっても，飼育方法の基準化をはかること

で，市民による里親 ネットワークを工夫することが十分に可能 となるように思われる。
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